
国立大学運営費交付金・継続的研
究事業の支援削減

１．学術研究の予算の現状

日本の学術研究
の基礎体力衰退

究事業の支援削減

競争的資金の不安定性

長期的展望の計画整備が困難

・既存の研究資源が活用できない・基礎研究分野の資金確保が不利

・先端研究施設の維持運営困難

・中型設備計画の停滞

・社会的要請の強いテーマ重視
話題性重視



予算金額推移 平成２２年度～２６年度

運営費外合計

(単位：百万）

２．附置研究所会員の運営費・運営費外予算の割合

70,854 77,296 87,938 94,438 
92,802 

運営費交付金

53,413  52,478  51,698  53,113  39,314 

平成22年度会員数86 平成23年度会員数89 平成24年度会員数91 平成25年度会員数91 平成26年度会員数95

運営費外合計 運営費交付金

注）自己申告による金額



16 年度の法人化以降、
10年間で1,470億円(11.3%)削減

（単位：億円）

３．国立大学運営費の配付額

12,000

12,500

10,500

11,000

11,500

12,000
２７年度特別経費（プロジェクト分）は
全国的に対前年度▲３０％前後の削減

（参考）文部科学省

「国立大学法人の現状等について」
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